
基礎学力講座＜数学＞ ★★★ １００にしよう ★★★           〔 〕年〔 〕組〔 〕番 氏名〔            〕  
【１】下の□に＋か－を入れて、等式を作りましょう。 

① １２３□４５□６７□８９＝１００ 

② １２３□４□５□６７□８９＝１００ 

③ １２３□４５□６７□８□９＝１００ 

④ １２３□４□５□６□７□８□９＝１００ 

⑤ １２□３□４□５□６□７□８９＝１００ 

⑥ １２□３□４□５□６７□８□９＝１００ 

⑦ １□２３□４□５□６□７８□９＝１００ 

⑧ １□２□３４□５□６７□８□９＝１００ 

⑨ １２□３□４□５□６７□８□９＝１００ 

⑩ １□２３□４□５６□７□８□９＝１００ 

⑪ １□２□３□４□５□６□７８□９＝１００ 

⑫ －１□２□３□４□５□６□７８□９＝１００ 

これは「１００づくり」と呼ばれており、１９１７年、H.E.デュードニーと

いう人によって作られた問題です。どれも１２３４５６７８９（この順）の

数字の間に＋、－の記号が入っています。 
 
【２】次の□に、（ ）内の記号を入れて、等式を作りましょう。 

① （１□２□３□４）×（５□６□７□８□９）＝１００（＋，－） 

② １□２□３□４□５□６□７□８□９＝１００（＋，×） 

③ １□２□３□４□５－６□７□８□９＝１００（＋，×） 

④ －１□２□３□４□５＋６□７＋８□９＝１００（－，×） 
 
【３】１～９の数字を１回ずつ、１回限り用いて分数の形で１００を表す問題の答え

は１１通り知られています。下の□に残りの数字を埋めましょう。 
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